　生物科学セミナー　 第854回 6月18日（水）16：30〜18：00

	講演題目：植物細胞の分化・分化転換を探るアプローチ

	 講演者名：久保　稔

（科学技術振興機構, ERATO長谷部分化全能性進化プロジェクト）

	講演の概要

　　植物は外界からの刺激に応答し「分化・分化転換」を行うことができる。この仕組みを明らかにするために私はこれまでにいくつかの植物や手法を利用し研究を行ってきた。まず始めに植物細胞の分化・分化転換のモデルとして、近年では維管束・材形成のモデルとして広く知られるヒャクニチソウのin vitro管状要素分化誘導系を元に同定した道管分化のマスター因子についてお話しする。続いてヒメツリガネゴケの切断葉からの幹細胞化誘導系を用いた「植物細胞はなぜ分化転換し易いか？」という問いに迫る当プロジェクトの紹介を含め、私たちの行っている研究についてお話しする。また「自分が興味のある研究を行うにはどうすれば良いか」、ということについて私の経験を元にお話ししたい。
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